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沖縄県石垣島におけるハナダカタカサゴイシモチの標本に基づく初記録

神戸宏太 1・小針滉大 2・石井　鯨 3・佐土哲也 4・小林大純 5

Four specimens of Ambassis macracanthus Bleeker, 1849 
(Ambassisdae) from Ishigaki Island, Ryukyu Archipelago, Japan, 
represented the first specimen-based record from Ishigaki Island. 
In Japanese waters, specimen-based records of this species had 
previously only been known from Iriomote Island. Phylogenetic 
analysis of partial 12S ribosomal RNA sequences of the MiFish 
barcoding region (168 bp) clearly separated the five species of 
Japanese Ambassis into distinct clades, suggesting the potential 
utility of this short region as an environmental DNA reference 
for species identification.
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 Abstract

タカサゴイシモチ科 Ambassisdaeは，体が著しく側扁し

た楕円形または長楕円形の体型，円鱗で被われた体部，端

位で傾斜した口，鋭い棘をもつ背鰭，臀鰭，および腹鰭，

深い二叉型の尾鰭，半透明の生時の体色などを特徴とする

小型魚類で，インド・西太平洋の陸水域から沿岸域にかけ

て分布する（Yoshigou, 2025）．日本産本科魚類はタカサゴ

イシモチ属 Ambasiss Cuvier, 1828の在来種 5種［ヒメタカ

サゴイシモチ A. buruensis Bleeker, 1856，ナンヨウタカサ

ゴイシモチ A. interrupta Bleeker, 1835，ハナダカタカサゴ

イシモチ A. macracanthus Bleeker, 1849，セスジタカサゴイ

シモチ A. miops Günther, 1871，およびクロオビタカサゴイ

シモチ A. urotaenia Bleeker, 1852］と別属の外来種インド

タカサゴイシモチ Chanda ranga (Hamilton, 1822)が記録さ

れている（林，2013；吉郷，2024; Yoshigou, 2025）．特に

タカサゴイシモチ属各種の国内での分布は Yoshigou (2025)

以前の分類学的な混乱もあり長らく不明な点が多かった

が，近年では複数の種で北限記録を伴う新産地の報告が相

次いでいる（冨森ほか，2020；岡村ほか，2023）．

ハナダカタカサゴイシモチは東インド洋から西太平洋

にかけて広く分布し，河川の潮間帯から河川下流にかけて

の淡水または汽水域に生息する（吉郷，2024）．本種は瀬

能・鈴木（1980）によって沖縄県西表島の標本に基づき日

本から初めて報告され，林ほか（1981）によって標準和名

が提唱された．また，本種は国内からは西表島からのみ標

本に基づく記録がある稀種であり（吉郷，2024；後述），

分布や生息状況に関する情報は乏しく，環境省および沖縄

県レッドデータブックともに情報不足（DD）と評価され

ている（瀬能，2015；立原，2017）．さらに，本種の遺伝

情報はこれまでミトコンドリア DNAの COI等の領域が国

外産標本に基づき検討されてきたが（Ghazali et al., 2024），

環境 DNA分析用のリファレンス配列［MiFish領域：Miya 

et al. (2015)］周辺の領域は分析されていなかった．このた

め水生生物の分布情報を効率的に収集できる環境 DNA調

査において本種を検出できない現状にある（環境省自然環

境局生物多様性センター，2023）．

2024年 3月 23日に著者らは沖縄県石垣島の河川淡水域

から 4個体のハナダカタカサゴイシモチを採集した．本標

本は同島からの標本に基づく初記録であることから，ここ

に報告する．また，採集された標本の環境 DNAリファレ

ンス配列を含むミトコンドリア部分配列を決定し，同属他

種とのMiFish領域による識別の有効性についても検討し

た．

材料と方法
標本と計測　収集した 4個体のうち 2個体（CBM-ZF 

24197, 24198）は 10％ホルマリンで固定後，70%エタノー

ルで保存した．残りの 2個体（CBM-ZF 24199, 24200）は

70％エタノールで固定・保存した．計数および計測方法は

吉郷（2024）にしたがった．標準体長は体長または SLと
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表記した．計測はデジタルノギスで 0.01 mmまで行い，計

測値は小数点第 2位の値を四捨五入した 0.1 mm単位で記

した．計測値は体長に対する百分率（%）で示した．鱗や

頭部膜骨における骨質隆起縁部位の観察は明仁ほか（2013）

にしたがってサイアニンブルーを塗布して行った．骨質隆

起縁部位の用語の定義は Allen and Burgess (1990)にしたが

い，これらの日本語表記に関しては吉郷（2024）にした

がった．鰓杷数は右体側のみ計測した．色彩の記載は１個

体（CBM-ZF 24197）の展鰭直後の生鮮時に撮影された写

真（Fig. 1）に基づいた．本報告に用いたハナダカタカサ

ゴイシモチの標本は千葉県立中央博物館魚類コレクション

（CBM-ZF）に登録・収蔵されている．また，本研究では，

遺伝的比較に千葉県立中央博物館（CBM），三重大学大学

院生物資源学研究科魚類標本（FRLM），および鹿児島大

学総合研究博物館（KAUM）に収蔵されている標本を用い

た（後述）．なお採集圧を緩和する目的で，本種の島内で

の具体的な採集地点は本文中では省略したが，標本台帳に

は詳細が記録されている．種名表記について，タカサゴイ

シモチ科の属名は Yoshigou (2025)に，その他は本村（2025）

にしたがった．

遺伝解析　環境 DNA（eDNA）のリファレンスデータ

として利用することも目的とし，本研究で扱った石垣島産

ハナダカタカサゴイシモチのうち 2個体（CBM-ZF 24199, 

24200）のミトコンドリア DNA（mtDNA）の 12S rRNAか

ら 16S rRNA遺伝子にかけてのそれぞれ 1,072塩基を決定

した．DNAの抽出から配列決定までは Matsunuma et al. 

(2021)に概ねしたがったが，PCRにおけるプライマーセッ

トは F-708-12S（5´–TTAYACATGCAAGTATCCGC–3´)と R- 

1784-16SG（5´–TTCAGCTTTCCCTTGCGGTAC–3´)を用い

た．得られた配列は国際塩基配列データベース（INSDC）

に登録した（登録番号：LC938259, LC938260）．

遺伝解析では上記で配列決定したハナダカタカサゴイ

シモチに加えて，既にMiFish領域の配列が INSDCにて公

開されている同属他種［ナンヨウタカサゴイシモチ，セス

ジタカサゴイシモチ，クロオビタカサゴイシモチ，ヒメ

タカサゴイシモチ，および Ambassis vachellii (Richardson, 

1846)］，外群として同科他属 2種（インドタカサゴイシ

モチと Pseudoambassis macleayi Castelnau, 1878），および

ボラ科のボラ Mugil cephalus cephalus Linnaeus, 1758も用

いた．配列のアラインメントはMAFFT v.7.425 (Katoh and 

Standley, 2013)，系統樹と塩基置換率の推定にはMEGA X

（Kumar et al., 2018）を使用し，近隣結合法にて系統樹を推

定した．系統樹の各内部枝の信頼性は 1000回のブートス

トラップ反復により検討した．

Ambassis macracanthus Bleeker, 1849

ハナダカタカサゴイシモチ
（Figs. 1, 2, 5–7; Tables 1, 2）

標本　4個体：CBM-ZF 24197–24200，体長 28.5–40.7 mm，

Fig. 1. Fresh specimen of Ambassis macracanthus (CBM-ZF 24197, 40.7 mm SL), collected from Ishigaki Island, Japan.
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沖縄県石垣島河川感潮域上部，水深 0.6–0.7 m，2024年 3

月 23日，タモ網，神戸宏太・小針滉大．

記載　主要な計数形質と体各部の体長または頭長に対
する割合を Table 1に示した．体は側扁し，吻端から背鰭

起部にかけて緩やかな曲線を描き，眼の直上では湾入する．

その後尾部にかけて下降する．体高は背鰭起部で最大．腹

縁は吻端から腹鰭起部にかけて曲線，顎端から腹鰭起部で

はやや盛り上がる．腹鰭起部から臀鰭始部にかけては体側

に対して平行な直線，その後尾柄部に向かって緩やかに上

昇する．頭長は眼経の 2.6–2.7倍．眼径は吻長の 1.5–1.8倍，

両眼間隔の 1.5–1.8倍．吻端は尖り，下顎は上顎に対して

やや突出する．口裂は斜位で主上顎骨後端は眼窩前縁下を

越えて瞳の前縁下に達する．眼上骨隆起は円滑で，後端部

が棘状に突出する．両眼間隔後部に後頭部隆起がある．眼

前骨下縁には 5本，前鰓蓋骨隆起下縁には 6–8本，前鰓蓋

骨下縁には 8–15本の鋸歯状の突起が発達し，眼前骨隆起

は円滑．眼下骨隆起は円滑．前鰓蓋骨後縁は円滑．間鰓蓋

骨下縁は円滑であり，後端が棘状に弱く突出する．体部は

円鱗で被われ，背鰭前方で顕著に小さい．頬部の鱗は 2列．

側線は途切れず，背鰭の最後棘条基底後端直下から緩やか

にカーブして背鰭軟条部基底の中央部下方から体軸上を直

走する．背鰭は 2基で第 1背鰭と第 2背鰭は鰭膜で繋がる．

第 1背鰭は胸鰭の中央付近の上方に位置する．背鰭棘は背

鰭第 1棘が最も短く，背鰭第 2棘が最も長い．背鰭第 2棘

は背鰭第 3棘の 1.1–1.2倍．臀鰭起部は第 2背鰭の第 1棘

の基底直下から始まり，第 1棘が最短で第 3棘が最長．臀

鰭第 2棘は第 3棘の 0.9–1.0倍．背鰭第 2棘は臀鰭第 3棘

の 1.4–1.7倍．腹鰭は胸鰭基底のやや前方直下から始まる．

尾鰭は深く二叉する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―頭部は透き通った白色

で，体側部は背側部がオリーブ色を帯び，腹側にかけて白

色になる．頭部と体側部の鱗は銀白色の光沢を帯びる，

頭部，唇，下顎，および背側部に不明瞭な黒小点が見られる．

肛門後端から尾鰭基底にかけて黒色素胞が凝集し，薄黒く

Table 1. Counts and morphometric measurements of Ambassis macracanthus.

Present study Yoshigou (2024)
CBM-ZF　

24197　
CBM-ZF　

24198
CBM-ZF　

24199
CBM-ZF　

24200　 n = 13
Standard length (SL; mm) 40.7 29.5 29.0 28.5 29.6–61.4
 Dorsal-fin rays VII-I, 9 VII-I, 9 VII-I, 9 VII-I, 9 VII-I, 9
 Anal-fin rays III, 9 III, 9 III, 9 III, 9 III, 9
 Pectoral-fin rays 14 14 14 14 14–16
 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 I, 5 I, 5 —
 Cheek scale rows 2 2 2 2 2–3
 Lateral-line scales 28 29 28 29 28–29
 Transvase scale rows from lateral line (to dorsal-fin origin) 6 6 5 5 6
 Transvase scale rows from lateral line (to anal-fin origin) 9 9 9 9 9–10
 Pre-dorsal-fin scales 18 18 20 18 18–22
 Gill rakers 9 + 23 8 + 19 8 + 18 7 + 18 6–9 + 19–23
Measurements (% SL)
 Depth at dorsal-fin origin 39.1 38.9 38.0 38.2 33.5–38.6
 Head length 35.2 36.6 34.9 35.1 30.8–34.2
 Snout to origin of 1st dorsal-fin spine 47.3 47.8 46.3 45.8 43.6–46.3
 Snout to origin of last dorsal-fin spine 66.7 62.9 63.1 62.8 60.0–64.0
 Snout to insertion of pelvic-fin spine 39.3 39.5 37.7 36.5 35.1–38.2
 Snout to origin of 1st anal-fin spine 61.6 64.0 63.8 64.0 59.4–64.2
 Caudal-peduncle depth 12.0 13.0 13.7 13.9 12.2–14.2
 Caudal-peduncle length 19.2 19.8 19.5 18.1 19.7–23.0
 Basal length of dorsal fin 40.9 39.8 39.4 39.1 34.3–40.7
 Basal length of anal fin 25.9 26.3 26.0 26.4 22.4–26.1
 Length of 2nd dorsal-fin spine 32.8 32.3 30.4 32.0 22.4–32.2
 Length of 3rd dorsal-fin spine 29.4 27.0 26.4 27.3 21.3–29.4
 Length of 2nd anal-fin spine 20.1 20.6 19.6 19.1 17.8–20.5
 Length of 3rd anal-fin spine 23.0 22.1 20.6 19.1 19.7–23.0
 Length of pelvic-fin spine 19.3 19.8 16.8 18.9 16.5–18.8
 Pectoral-fin length 28.8 — 27.6 29.3 27.7–30.3
 Pelvic-fin length 23.3 21.6 17.6 22.5 17.1–25.5
Measurements (% head length)
 Snout length 26.2 20.6 21.6 20.4 20.0–24.0
 Diameter of eye 38.4 37.0 37.5 37.0 36.2–40.5
 Posterior edge of eye to hind margin of operculum 44.3 44.6 44.5 43.2 40.2–45.5
 Width of interorbital space 21.9 20.6 23.6 24.3 20.4–22.8
 Upper-jaw length 44.3 43.0 44.4 43.7 40.8–48.7
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縁どられる．胸鰭，腹鰭，背鰭，および臀鰭の各鰭膜は以

下の箇所を除き無色．背鰭第 2棘と背鰭第 3棘の間，臀鰭

第 2棘と臀鰭第 3棘の間の鰭膜は多数の黒色素胞が凝集し

黒色．背鰭第 2棘は褐色で，先端にかけて橙色みが強くな

る．他の背鰭棘は透き通った橙色．胸鰭基底周辺と腹鰭棘

に沿って黒小点が散在する．尾鰭の地色は黄色で，叉部外

縁に黒色素胞がやや凝集する．

固定後の色彩（Fig. 2）―頭部と体部の白色と銀白色は

乳白色になる．背鰭第 2棘の橙色と尾鰭の黄色は消失する．

分布　本種は東インド洋から西太平洋にかけて広く分
布し，インド，タイ，マレーシア，フィリピン，インド

ネシア，およびパプアニューギニアから記録されている

（Allen and Burgess, 1990; Kottelat et al., 1993；立原，2017；

吉郷，2024; Fricke et al., 2025）．国内では沖縄島（鳥居ほか，

2011），石垣島（神田ほか，2009），および西表島（瀬能・

鈴木，1980；林ほか，1981；瀬能，2015）から記録されて

いたが，吉郷（2024）は鳥居ほか（2011）の沖縄島からの

記録については標本が確認できない目録的な記録として本

種の分布記録から除外している．神田ほか（2009）による

石垣島宮良川からの本種の記録も写真の掲載や標本の有無

の明記がない目録記録であり，前述の沖縄島の記録ととも

に複数の文献中で本種の分布域に含まれていなかった（瀬

能，2015；立原，2017；吉郷，2024）．本研究では，標本

の形態的特徴と遺伝学的な証拠に基づき，本種を石垣島か

ら改めて記録した．

生息環境　本標本は河口から約 2 km上流部の感潮域上

端の河岸に繁茂する植生の中から採集された（Fig. 3）．採

集時の水深は 0.6–0.7 mほどで，川底は砂泥であった．ナ

ンヨウタカサゴイシモチ，セスジタカサゴイシモチ，ア

マミイシモチ Fibramia amboinensis (Bleeker, 1853)，タナ

ゴモドキ Hypseleotris everetti (Boulenger, 1895)，テンジク

カワアナゴ Eleotris fusca (Forster, 1801)，およびヒナハゼ

Redigobius bikolanus (Herre, 1927)が同所的にみられた（標

本化はされていない）．

遺伝解析　本研究で作製した分子系統樹を Fig. 4，塩基

置換率の一覧を Table 2に示す．12S rRNA内のMiFish領

域（168 bp）に基づく遺伝解析の結果では，それぞれ形態

的に識別される種数と同数の独立したクレードが得られ

Fig. 2. Preserved specimens of Ambassis macracanthus from Ishigaki Island, Japan. A: CBM-ZF 24197, 40.7 mm SL; B: CBM-ZF 
24198, 29.5 mm SL; C: CBM-ZF 24199, 29.0 mm SL; D: CBM-ZF 24200, 28.5 mm SL.

Fig. 3. Habitat on Ishigaki Island where Ambassis macracanthus 
was collected.
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た．また，本研究で扱ったハナダカタカサゴイシモチ 2個

体間に塩基置換は認められなかった．一方，本種と同属

他種間の塩基置換率は 6.5–20.2%であった．ハナダカタカ

サゴイシモチを除く同属他種の塩基置換率は A. urotaenia

でのみ 0–0.6%の種内変異が見られ，種間については

2.4–19.6%の範囲内であった．

備考　観察した石垣島産標本は，眼下の鱗が 2列，背

鰭前方鱗数が 18，側線鱗数が 28–29，下枝鰓杷数が 18–

23，頭長に対する眼間距離比が 20.6–24.3%，背鰭第 2棘長

は同第 3棘長より長く 1.1–1.2倍，口は大きく，上顎後端

が瞳の前縁下に達すること，側線は頭部の後部から尾柄に

かけて連続すること（Fig. 5），腹鰭と臀鰭の先端の鰭膜は

透明で白斑が見られない，および尾鰭の黒色域は後縁の

みであることなどの特徴が吉郷（2024）と Yoshigou (2025)

で再検討された Ambassis macracanthusの識別形質と一致

したため，本種に同定された．

また，観察標本の前鰓蓋骨下縁の鋸歯状突起には変異

が見られた．CBM-ZF 24197では突起数が 15であったの

に対し（Fig. 6A），他の 3標本（CBM-ZF 24198，CBM-ZF 

24199，CBM-ZF 24200）では 8であった（Fig. 6B）．突起

数が 15の標本（CBM-ZF 24197）の体長は調査標本中で最

大であり，他の 3標本はより小型で体長も互いに近似する

ことから，本研究ではこれらの違いを成長に伴う種内変異

であるとみなした．吉郷（2024）は眼前骨下縁と前鰓蓋骨

後縁の形態にも変異を報告しているが，本報告の個体数は

少ないため，その 2形質において変異は確認されなかった．

沖縄島と石垣島における本種の分布記録（神田ほか，

2009；鳥居ほか，2011）には再検証可能な材料が明記され

Fig. 4. Neighbor-joining phylogeny of Ambassis and three outgroups based on MiFish region (168 bp). Numbers on branches are 
bootstrap values. Scale bar indicates number of substitutions per site.

n A. miops A. buruensis A. interrupta A. urotaenia A. vachellii P. macleayi C. ranga
Ambassis macracanthus 2 7.7 9.5 11.3 19.6–20.2 6.5 17.9 21.0
Ambassis miops 2 5.4 10.1 16.7–17.3 2.4 15.5 19.2
Ambassis buruensis 2 7.7 17.3–17.9 3.0 16.1 19.2
Ambassis interrupta 1 19.0–19.6 8.3 15.5 19.2
Ambassis urotaenia 3 16.7–17.3 22.6–23.2 24.6–25.1
Ambassis vachellii 1 15.5 19.8
Pseudoambassis macleayi 1 11.4
Chanda ranga 2

Table 2. Ranges of pairwise genetic distances (p-distances; %) in the MiFish region (168 bp) among eight ambassid species.
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ていなかったが，石垣島については本研究によって標本に

基づき改めて本種が記録された．そのため，沖縄島におい

ても本種が分布している可能性は十分にあると考えられ

る．

本属魚類は種によって河川内の異なる環境に生息する

ことがこれまでの記録から示唆されているものの（Allen 

and Burgess, 1990；吉郷，2024），その詳細な生息環境の

情報は乏しい．Allen and Burgess (1990)は河口から 1–2 km

上流の純淡水域で本種を確認しており，本研究の採集地点

も河口から 2 km上流の感潮域上端であった．さらに，著

者らは 2021年 3月 17日に同地点を訪れた際にも本種と思

われる個体を撮影している（Fig. 7）．過去の文献との共通

性や複数年にわたり同地点で観察されたことから，これら

の河口からの距離や低塩分環境などが本種の生息に適した

条件である可能性が考えられる．

遺伝解析の結果は今回の形態に基づく同定の結果を支

持し，日本産タカサゴイシモチ属 5種について 12S rRNA

領域に基づく識別の有効性を示すものであった．本属魚類

は種によっては沿岸域から河川淡水域まで広く分布して

おり（例えば A. buruensis: Allen and Burgess, 1990；吉郷，

2024），前述の生息環境の選好性だけでなく，種によって

は流程内で移動している可能性も想定される．このような

様々な生息様式の可能性を目視での確認が難しい場所（例

えば大規模な河川の下流域など）も含めて効率的に検証す

るためには，環境 DNA情報を用いた調査は本属において

も効果的であろう．

比較標本（標本番号に続く括弧内の値は INSDCの登

録番号；*は写真と公開配列のみ，**は公開配列のみ参

照した標本）：ヒメカタサゴイシモチ（17標本）：CBM-

ZF 24204–24218， 石 垣 島；FRLM 52110** (LC649107)，

51547** (LC277918)，与那国島．ナンヨウタカサゴイシ

モ チ（1 標 本 ）：KAUM–I. 117628 (LC499405)， ベ ト ナ

ム・ニャチャン．セスジタカサゴイシモチ（2標本）：

FRLM 52109** (LC277920), 51548* (LC277919)， 与 那 国

島．クロオビタカサゴイシモチ（3標本）：CBM-ZF 19139 

(LC421678)，石垣島；CBM-ZF 20111 (LC519392)，西表島；

FRLM 52113** (LC277921)，与那国島．Ambassis vachellii

（1標本）：KAUM–I. 94648 (LC385264)，ベトナム・ハロ

ン湾．Pseudoambassis macleayi（1標本）：CBM-ZF 18130 

(LC340111)，産地不詳．インドタカサゴイシモチ（2標

本）：CBM-ZF 19250 (LC458150)，沖縄島；CBM-ZF 11941 

(LC069533)，ネパール・マデシ．ボラ（1標本）：CBM-ZF 

15791 (LC 091836)，神奈川県．
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Fig. 5. Shape of lateral line (yellow dotted line) of Ambassis macracanthus from Ishigaki Island, Japan (CBM-ZF 24197, 40.7 mm 
SL).
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